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平成23年３月期業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成22年５月11日に公表いたしました平成23年３月期 (平成22年４月１日

～平成23年３月31日)の業績予想及び期末配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいた

します。 
記 

 

１．平成23年３月期 通期連結業績予想数値の修正（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（単位：百万円）
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株 当 た り
当 期 純 利 益

 
前回発表予想(Ａ) 

 

6,201 
 

11
 

19
 

4 
円 銭 
0.67

今回発表予想(Ｂ) 5,813 99 110 106 14.43 

増減額(Ｂ－Ａ) △388 87 90 101 － 

増減率(％) △6.3 731.8 458.9 － － 

(ご参考) 前期実績 
(平成22年３月期) 

5,163 △883 △863 △3,486 △472.95

 

２．平成23年３月期 通期個別業績予想数値の修正（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（単位：百万円）
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株 当 た り
当 期 純 利 益

 
前回発表予想(Ａ) 

 

6,286 
 

△7
 

△23
 

△30 
円 銭 

△4.09

今回発表予想(Ｂ) 5,576 △1 △24 119 16.20 

増減額(Ｂ－Ａ) △710 5 △1 149 － 

増減率(％) △11.3 － － － － 

(ご参考) 前期実績 
(平成22年３月期) 

4,957 △640 △624 △3,537 △479.92

 

３．修正理由 

(1) 連結業績予想 

通期における売上高は、ゲーム機器用の需要が伸び悩んだことに伴い、無線モジュール向け水晶製

品の販売数量が当初予想を下回ったことなどにより、売上高は当初予想を下回る見込みであります。 

損益面につきましては、平均販売価格が当初予想を上回ったほか、全社的なコスト削減に取り組ん

だ結果、営業利益、経常利益、当期純利益ともに当初予想を大きく上回る見込みとなりました。 

 

(2) 個別業績予想 

個別業績予想の修正につきましては、前記連結業績予想の修正理由とほぼ同様の理由のほか、前期に

計上しました関係会社事業損失引当金の戻入益を特別利益に計上することにより当期純利益は当初予

想を大きく上回る見込みとなりました。 

 



 

  

４．配当予想の修正 

上記に伴い、当初、当期の年間配当金の予想を無配と公表しておりましたが、今回３円00銭(年間配

当金３円00銭)と修正させていただきます。 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計

前回予想 

（平成 22 年５月 11 日発表） 

円 銭 

－ 

円 銭 

0.00 

円 銭 

－

円 銭 

0.00 

円 銭 

0.00 

今回修正予想 － － － 3.00 3.00

当期実績 － 0.00 － － － 

前期（平成 22 年３月期）実績 － 0.00 － 0.00 0.00

 

５．修正の理由 

当社は、長期安定的な企業価値向上によって、株主への安定的な配当を継続的に行うことを経営の最

重要課題とし、連結業績及び配当性向等を総合的に勘案した利益還元を行うことを基本方針としており

ます。当社の配当につきましては、平成21年３月期の期末以来、誠に遺憾ながら無配となっておりまし

たが、平成23年３月期の重要経営指標として掲げました「連結ベースでの営業利益の黒字化」及び「早

期復配」を実現するために財務体質の強化に努めてまいりました。この結果、当期の業績につきまして

当初の公表数値を上回る見通しとなり、今後の事業展開や内部留保等を総合的に勘案した結果、配当予

想を修正し、１株当たり３円00銭の期末配当を実施することといたしました。 

なお、期末配当につきましては、平成23年６月開催予定の第66回定時株主総会の決議をもって正式に

決定、実施する予定であります。 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後の様々な要因により、上記予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


